
生きがいある人生に、 挑む。 

まだ医療介護の現場が、暗く、汚く、 

ホスピタリティという概念もなかった1989年。 

わたしたちがハンディキャップのある人々の希望の燈になろう。

そんな想いから一燈会は生まれました。 

おいしい食事、清潔な環境、心のこもったサービス。

人間として、あたりまえのことを、あたりまえに。

目の前のお客様のために、できることを一生懸命。 

自然と新しいチャレンジが積み重なって成長してきました。 

いま、人生は100年時代。

長い老後を、 どう豊かに、自分らしく生きていくのか。 

介護に求められる価値も、これまで以上に問われていきます。 

わたしたちが目指しているのは、

お客様の自立を支援する介護の、もっと先。

一人ひとりの生きがいを支援する介護。

「食べられる」の先には「おいしいものを食べたい」という欲求があります。

「動かせる」の先には「働きたい」「孫と遊びたい」という欲求があるはずです。

身体的な機能改善の先にある、生きることへの歓びを支援すること。

それが、わたしたち一燈会の使命です。

生きがいとは、たとえ意識がなくても、お身体が動かなくても、

ご家族の声や、手の温もりを感じられることかもしれません。

窓に写る景色や、草花の香りから、季節を感じられることかもしれません。

一人ひとりのお客様に寄り添い、何ができるかを考え、

ときにはお客様やご家族の背中をそっと押す。 

ハンディキャップがあっても、何歳になっても、

ご自身の人生に、目標や理想を持ちながら前向きに生きる人をふやす。

わたしたちスタッフも同様に、この仕事を、もっともっと誇りに。

人生の生きがいにできるように、新しい介護に挑んでゆきます。



MISSION

わたしたちの使命

VALUE

わたしたちが提供する価値

SPIRIT

大切にする15のこころ

生きがいある人生に、 挑む。 

相手の立場で考え、 理解しよう。 

｠顔を合わせて本音で話そう。 ｠

家族のように向き合おう。 

自分ごとで考えよう。 

｠率先して、 主体的に行動しよう。 

お互いの長所を生かそう。 

｠まわりの仲間に感謝しよう。 

｠礼儀正しく、 誠実であろう。 

｠ユーモアで楽しくしよう。 

｠自分を磨き続けよう。 

恐れずチャレンジしよう。 

｠失敗しても、 次に活かそう。 

目的を考え、 工夫しよう。 

｠自分を信じて、 やり抜こう。 

｠現状に満足せず、 追求しよう。 

一つ、  自由と尊厳。

おいしい食事、清潔で心地よい環境をつくり、

人としてあたりまえの生活を尊重します。

一つ、  生活にサプライズ。

気持ちが前向きになるような、 

日々の楽しみや感動を提供します。 

一つ、  できるをふやす。

地域や社会とのつながりを大切にし、

 お客様一人ひとりの夢や希望を実現します。 

専門性とチームワークでお客様一人ひとりの
生きがいづくりに挑む人生のパートナー


